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30）の枠組（図 1）を示す。この表では、全体的な言語プロフィシェンシーを 4 つ
に分けた上で、コミュニケーション言語能力を言語構造的能力（Linguistic 



























ベル設定はどうなっているかというと、「 1 ・ 2 級レベルでの構文／文型」に関す
る議論が少ないことを指摘した上で、『日本語表現文型Ⅰ・Ⅱ』の名前を挙げ、
「『表現文型』という角度から整理し直そうとしたのは貴重な試みである」と評価し















































































































































































3 ．4 ．Discrete Language Skills（項目別言語能力）の意味するもの























































































































原因も放置されている。CLIL の基本的な枠組を示した Ball et al.（2015：52）は
「内容（Content）」とされるものは、「概念的（conceptual）な内容」、「手続き的

































































































































現」で行うことになっているが、その構成を見るために 1 ～ 2 課の項目を挙げる。
─　　─30
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1 課：［新しい文法］① S（plain）のは～だ、② A／AN（stem）―そうにしてい
る、③ V―（y）oo とする、④ Vところだ、⑤ S（plain）はずがない、⑥
Nというのは S（plain non-past）ものだ、⑦ V―てくる（変化）、［接続表
現］①すると、まして（や）、③そのうえ、［便利な表現］①そう言え
ば、②今思うと
2 課：［新しい文法］①だ・である体、② N1に関わる N2、③ S（plain）／N
のために、④ V―ないといけない、⑤ V―ていく（変化）、⑥ V―たつもり













































らず、（4）V 一方だ、の 4 つである。さらにコラムと投書②の文型として（5）ご
とに／ごとの N 、（6）A か、それとも、B か、（7）～と言えるかどうか、（8）～さ










































































































































































Ball, P., K. Kelly & J. Clegg. (2015). Putting CLIL into Practice. Oxford: Oxford University 
Press.
Council of Europe (2018) Common European Framework of Reference for Languages: 




Cummins, Jim. (2001). Negotiating Identities: Education for Empowerment in a Diverse 










































　「緒論」は第 1 章～第 3 章の 3 章、第 1 編は第 4 章～第16章の13章、第 2 編は第
17章～第22章の 6 章、第 3 編は第23章～第32章の10章、そして第 4 編は第33章～第
37章の 5 章、全37章からなっている。
　『人生地理学』は地理学の書であるが、地理学に収まり切らない社会科学の書で
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く富国政策の基礎の上に置かれさるべからず
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を分解して観察すれば以上の両性質を具備するものに外ならざるなり











……the action of the sun and the wind and the rain are an annuity fixed by 
nature for each plot of land. Ownership of the land gives possession of this 
annuity : and it also gives the space required for the life and action of 
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、真に米国
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猛進せり
0 0 0 0
。北米合衆国は東に大西洋
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、西に太平洋
8 8 8 8 8
、内に大河
8 8 8 8
、大湖を有して交通
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、地豊沃にして農産物に富み
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富源を包蔵す










America/Dr. Alexander Von Peez Advises a European Tariff War on the United 




Not China, and not in the Transvaal war,… but the race between the great 
industrial countries — England, Germany, and, the United States — for me to 
coolly calculating politicians the foremost, weightlest, and most-enduring interest 
of the future. Slowly has England grown commercially, more rapidly has 
Germany risen after gaining political unity and establishing the protective 
system, but like a storm is the forward movement of the United States.… rising 
in the New World with sinister rapidity.… Its nationality has its roots in 
Germanic traits. It received, either from its Celtic mixture or as a characteristic 
of American soil, its qualities of unrest, assertiveness, and unexpectedness in 
action. The American has had the good luck, besides, to draw to himself from 
his two competitors a share of their own skill and of their own acquisitions 
through emigration from Germany and England. From the combination of all 
these qualities has resulted the undoubted superiority of a mighty land, 
stretching from ocean to ocean, full of coal and iron and treasures of the soil, 
inhabited by a trained, numerous, and daring people, spiritually and morally 
undistracted, ardently devoted to their various pursuits. The tree competing 
countries now suffer from obstacles which hinder their free movement. 
Germany has China, England the Transvaal, America the Philippines. From 
appearances, the United States will be the first to throw off its burden. After 
that country shall be free from the Philippine war, its industrial advance upon 
















































































































































述（次号）とする。「産業の種類」として「 1 ．猟業　 2 ．漁業　 3 ．鉱業　 4 ．農業　
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貨物の流通
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活動にして
0 0 0 0 0
、吾人が将に観察の歩を進めんとする所の現象なり
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標準たるべきものは何ぞやと
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云ふことなり
































　第 6 節は、（1）「通路系統と地」（ 1 「道路の方向と地勢」、 2 「道路の屈曲と地勢」、
3 「道路の結節点と地勢」）、（2）「鉄道系統と地」、および（3）「海路系統と地」の 3
項からなる（844─851）。








































 　第 2 版　1903年、明治36年10月28日印刷発行
 　第 3 版　1903年、明治36年11月25日印刷発行
 　第 4 版　1904年、明治37年 3 月25日印刷発行
 　第 5 版　1905年、明治38年 6 月20日印刷発行
 　第 6 版　1906年、明治39年 5 月15日印刷発行
 　第 7 版　1907年、明治40年10月25日印刷発行
 　第 8 版　1908年、明治41年10月13日訂正増補印刷、10月18日訂正増補発行
 　第 9 版　1910年、明治43年11月 3 日印刷発行
 　第10版　1912年、大正元年 9 月25日印刷発行












にいえば聖教文庫版 1 ～ 4 （牧口 1971、1972a、1972b、1975）は第 5 版を底本（未
見）として、初版とは章立てが異なっている。さらに付言すると、第 5 版は第 4 章から
第 1 章として始まり、第 8 版では初版の章立てに戻っている。ちなみに第 8 版を底本と
した聖教文庫版 5 （牧口 1980）は、聖教文庫版 1 ～ 4 までの章立てを継続しているた




































7 ） 　（1）に関しては拙稿・坂本（2010）、（2）に関しては Smith 1976：Ⅱ：Ⅴ. ⅱ. k. 訳 4 ：
217、また（2）、（3）、および（4）に関しては拙稿・坂本（2005）を参照されたい。そ
して（5）に関しては、熊谷（1995）の「小学校長として」、「創価教育の源流」編纂委員
会編（2017）の第 3 章・第 4 章を参照されたい。





9 ） 　「カーネギー氏が昨年」（798）は第 8 版でも初版のまま修正されていない。









12） 　他の章では、リスト（第13章「海洋」第 3 節「開明人と海洋」）（281）とマルサスの





14） 　他の章にロッシャーの引用が 1 個所ある。第 8 章「地峡」（115─116）。なお斎藤
（1983b：460─461）のロッシャーに関する補注を参照されたい。
15） 　チューネンは第28章「国家地論」（911）にも 1 個所ある。これも次号以降にて取りあ
げる。





牧口常三郎 1971『人生地理学　 1 』聖教文庫（第 5 版）。
─　　─56
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牧口常三郎 1972a『人生地理学　 2 』聖教文庫（第 5 版）。
牧口常三郎 1972b『人生地理学　 3 』聖教文庫（第 5 版）。
牧口常三郎 1975『人生地理学　 4 』聖教文庫（第 5 版）。
牧口常三郎 1976『人生地理学』復刻版、第三文明社（訂正増補第 8 版）。




















Keynes, John Maynard. 1972. Essays in Biography. London: Macmillan/Cambridge 










Marshall, Alfred. 2003. Elements of Industrial Economics, Being the First Volume of 




















































斎藤正二 2012「「『人生地理学』補注」補遺（第 1 回）」『創価教育』（ 5 ：209─243）所収。
斎藤正二 2013「「『人生地理学』補注」補遺（第 2 回）」『創価教育』（ 6 ：152─174）所収。
斎藤正二 2014「「『人生地理学』補注」補遺（第 3 回）」『創価教育』（ 7 ：87─127）所収。
斎藤正二 2015「「『人生地理学』補注」補遺（第 4 回）」『創価教育』（ 8 ：149─189）所収。
斎藤正二 2017「「『人生地理学』補注」補遺（第 5 回）」『創価教育』（10：85─115）所収。
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pdf　2019年 3 月 5 日アクセス。







ば、ある場所に行きたい場合、iPhone に搭載された「Siri」や Android に搭載され
た「Googleアシスタント」に話しかけると、行き方や経路をすぐに答えてくれる。





　「第三次 AI ブーム」と言われるように、AI 技術は、いま社会の様々な場面で実





確率は 2 ％程度であるのに対して、人間が間違える確率は 5 ％となっている（AI



















































































































































答えに至ったかは人間には想像できない。AI の活用や、人間と AI の協調作業を
進めるためには、ブラックボックス問題がその阻害要因の一つになっている。厳密
性と正確性を求める現場には「説明可能な AI」（Explainable AI）が必要である（AI































柄に対しては対応できない。AI は 0 から 1 を生み出すことができず、想定外や未
知の現象には無力である。
　次に、AI は過去と相関性の低い現象に対しても力が弱い。つまり、AI は 1 から










できるが、AI は無理である。人間の知性と AI の知能は異なるものである。
3 ．3 　汎用 AI の難しさ
　音声認識や顔認識など特定の分野での AI は、すでに人間と同等か人間を超える
能力を実現している。このような現象から「AI は万能だ」と考えている人々もい





AI は、「特化型 AI」あるいは「専門 AI」と呼ばれる。汎用 AI と専門 AI の対比
を、米国の哲学者 John Searle が「強い AI」と「弱い AI」と呼んだことがある。
彼は強い AI の実現を否定している（情報通信白書 2018：42-45）。












































　コールセンターの業務では AI を活用するようになっている。だが、AI は、個
人間の信頼が必要とされる場面や、顧客の表情や様子を考慮しながら対応を柔軟に
変えて行くような高度なコミュニケーションが苦手である。三井住友海上は営業職

































































































































































「イーオのごみ分別案内」を2018年 4 月 1 日から稼働している。
　AI 技術を活用した対話形式の「イーオのごみ分別案内」は、NTTドコモと共同































































































AI システムを用いている。ローンや融資の審査にも AI が導入されている（朝日新


















































































































　しかし、AI は万能ではない。現在の AI には技術的な弱点がある。第 1 に、ブ
ラックボックス問題である。AI の思考モデルは不透明であり、なぜそのような結























前提としての基礎知識が「AI リテラシー」である。AI リテラシーとは、AI を基
盤にして出来ることと出来ないことは何か、人間社会をどう進化させるかという知
恵を巡らせる力であり、AI に対する活用も制御も深めるための能力である。
　未来を創る原点は、発明やイノベーションなどの価値創造である。AI は 1 から















（2019年 4  月25日閲覧）
4 ） 　「マイシティレポート」（MyCityReport）のシステム機能に関する詳細説明などにつ
いては、千葉市の Web ページを参照されたい。https://www.city.chiba.jp/shimin/shi
min/kohokocho/chibarepo_kyoudoukenkyu.html（2019年 4  月25日閲覧）




7 ） 　富士通社がさいたま市などの自治体のために開発したシステム「AI を用いたマッチ
ング技術による保育所入所選考」については、次の Web ページを参照されたい。
http://pr.fujitsu.com/jp/news/2017/08/30.html（2019年 4  月25日閲覧）
















朝日新聞（2018年 1 月 7 日付）
朝日新聞（2019年 3 月 9 日付）
朝日新聞（2019年 3 月24日付）
























































































［仮定 3 ］ 中央銀行は、現金（CCS）と中央銀行当座預金（RS）を供給する一
方、中央銀行貸出（CBL）と債券（Bcd）を資産として保有している。
貯蓄はゼロで、実物資産も形成していない。




［仮定 5 ］ 銀行は、n 行存在し、同質的である。また、銀行は、競争的環境の下
で、利潤最大化行動を行っている。
　仮定 3 と 4 で、中央銀行と銀行について、貯蓄がゼロで実物資産も形成しないと
しているのは、モデルの構造を簡素化するためである。





［仮定 7 ］ 企業は、競争的環境の下で、意思決定を行っている。




［仮定 8 ］ 家計は、現金（ccDhd）、預金（Dhd）と債券（Bhd）を保有している。貯
蓄（Sh）はプラスであるが、実物資産は形成していない。







                                  政府 中央銀行     銀行  企業 家計 海外  
資産 負債 資産 負債 資産 負債 資産 負債 資産 負債 資産 負債 
現金    𝐶𝐶𝐶𝐶𝑆𝑆   𝑐𝑐𝑐𝑐𝐷𝐷𝑓𝑓
𝑑𝑑   𝑐𝑐𝑐𝑐𝐷𝐷ℎ




   𝑅𝑅𝑆𝑆 β𝐷𝐷𝑏𝑏
𝑑𝑑          (𝑖𝑖?̅?𝑅) 
 
預金（Ⅰ） 
  （Ⅱ） 
















  𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶   𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶        (𝑖𝑖?̅?𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶) 
コール 
ローン 
    𝐶𝐶𝐶𝐶 𝐶𝐶𝐶𝐶       𝑖𝑖𝐶𝐶 
貸出     𝐶𝐶𝑆𝑆   𝐶𝐶𝑓𝑓




𝑑𝑑   𝐶𝐶𝑏𝑏
𝑑𝑑    𝐶𝐶𝑓𝑓
𝑠𝑠 𝐶𝐶ℎ
𝑑𝑑     𝑖𝑖𝐶𝐶 
 
海外債券 𝐹𝐹𝐶𝐶𝑔𝑔
𝑑𝑑    𝐹𝐹𝐶𝐶𝑏𝑏
𝑑𝑑       𝐹𝐹𝐶𝐶𝐹𝐹
𝑠𝑠  (𝑖𝑖?̅?𝐹𝐶𝐶) 
𝑒𝑒 















































































































































［仮定28］ 海外債券の需要主体は、政府と銀行である。海外債券の満期は 1 年
で、保有主体の時間的視野は 1 年である。










ているかを示す定数（θ）を用いて eE =θ（e0－e）＋e で表される。
　仮定28で、海外債券の需要主体を政府と銀行に限定しているのは、議論を単純化



























　民間部門で貯蓄を行っているのは家計のみとしているので（∵仮定 3 、4 、6）、
民間と家計の可処分所得は一致し、民間貯蓄と家計貯蓄も一致する。したがって、




　銀行の最適化行動　銀行 k（k=1, 2, …, n）は、所要準備率、中央銀行当座預金
金利、預金金利、中央銀行貸出金利、コールレート、貸出金利、債券金利、海外債
券金利と為替レートを所与として利潤最大化行動を行う。








πk= ı¯R（ε＋β0）Dbkd ＋iCCLk＋［iLLks－CL（Lks）］＋［iBBbkd －CB（Bbkd ）］
＋［（ı¯FB＋ ）FBbkd －CFB（FBbkd ）］－［iDDbkd ＋CD（Dbkd ）］
－ı¯CBL  －iCCMk
（ε＋β0）Dbkd ＋CLk＋Lks＋Bbkd ＋FBbkd ≡Dbkd ＋ ＋CMk＋NFAbk（制約条件）
　バランス・シート制約は、CLk－CMk≡［1－（ε＋β0）］Dbkd ＋ ＋NFAbk－Lks



















＋［（ı¯FB＋ －iC）FBbkd －CFB（FBbkd ）］
　右辺の第 1 項は預金調達による利潤、第 2 項は中央銀行借入れによる利潤（一




｛ε, Dbkd , Lks, Bbkd , FBbkd｝
πk（ε, Dbkd , Lks, Bbkd , FBbkd ; β0, θ, e0, ı¯R, iC, iD,ı ¯CBL, iL, iB,ı ¯FB, e）
〔Ⅰ〕If ı¯R> iC　→　ε=∞ （βDbkd =∞）
 ı¯R= iC　→　ε≥ 0  （βDbkd ≥β0 Dbkd ）
 ı¯R< iC　→　ε= 0  （βDbkd =β0 Dbkd ）
〔Ⅱ〕If iD> iC＋β（ı¯R－iC）－cD	 →　Dbkd = 0
 iD= iC＋β（ı¯R－iC）－cD	 →　Dbkd は不定
 iD< iC＋β（ı¯R－iC）－cD	 →　Dbkd =∞
〔Ⅲ〕If iL> iC＋cL →　Lks =∞
 iL= iC＋cL →　Lks は不定
 iL< iC＋cL →　Lks = 0
〔Ⅳ〕If iB> iC＋cB →　Bbkd =∞
 iB= iC＋cB →　Bbkd は不定
 iB< iC＋cB →　Bbkd = 0
〔Ⅴ〕If ı¯FB＋ > iC＋cFB	 →　FBbkd =∞
 ı¯FB＋ = iC＋cFB	 →　FBbkd は不定























Bfs =（cc（iD）＋1）Df ld（iD, iB, y）＋Kfl－1＋If l（iB）
　右辺の第 1 項 Dfsd（∙）と Df ld（∙）は、「借り手企業」と「債券発行企業」の預金需要
を示している。Dfsd（∙）＋Df ld（∙）=Dfd（∙）である。第 2 項 Kfs－1 と Kfl－1 は、前期末時
点の「借り手企業」と「債券発行企業」の実物資産を示している。毎期の企業貯蓄
をゼロとしているので、Kf－1（≡Kfs－1＋Kfl－1）は前期までの企業の資金不足の累















Sh（DIh, C0 , Wh－1）－If（iL, iB）＋y1g＋T－G=NX（e, yF, y）＋y1











y1 = ı¯FB（NX＋ ［1＋ı¯FB－1］FBFs－1）
　一般均衡　銀行は同質的なので、銀行 k と他のすべての銀行は同じ選択をすると
考えられる。
　銀行数 n のもとで、銀行の中央銀行当座預金需要は βDbd（≡nβDbkd ）、預金供給は
Dbs（≡nDbks ）、預金需要は Dbd（≡nDbkd ）、中央銀行借入れは CBB（≡n ）、コー
ルローンの超過供給は CL－CM（≡nCLk－nCMk）、貸出は Ls（≡nLks）、銀行の債券
需要と海外債券需要は、それぞれ Bbd（≡nBbkd ）と FBbd（≡nFBbkd ）となる。
　また、銀行は供給した預金を需要しているので、銀行の預金供給 Dbs と銀行への
預金供給 Ds（≡Dfs＋Dhs）は等しくなる。さらに、銀行の債券保有量が非負（Bbd > 0）
なので、iB> iC＋cB のとき債券の市場需要は無限大となり、債券金利は iB= iC＋cB
となる。銀行の海外債券保有量も非負（FBbd > 0）なので、ı¯FB＋ > iC＋cFB
のとき海外債券の市場需要は無限大となる。
　Dd（iD, iL, iB, y, Wh－1＋Sh（∙））≡Dfsd（iD, iL, y）＋Df ld（iD, iB, y）＋Dhd（iD, iB, y, Wh－1＋
Sh（∙））と、DIh=y＋y1b－T にも注意が必要である。
　一般均衡では、次の条件式が同時に成立する。
現金市場　　　　CCs≡cc（iD）Dd（iD, iL, iB, y, Wh－1＋Sh（∙））
中央銀行当座預金市場　　Rs≡CBL＋Bcd－CCs =（ε＋β0）Dbd　（ı¯R≤ iC）





貸出市場　　Ls =Lfd=（cc（iD）＋1）Dfsd（iD, iL, y）＋Kfs－1＋Ifs（iL）
　　　　　　iL= iC＋cL
債券市場　　Bgs＋［（cc（iD）＋1）Df ld（iD, iB, y）＋Kfl－1＋If l（iB）］
=Bcd＋Bbd＋［Wh－1＋Sh（∙）－（cc（iD）＋1）Dhd（iD, iB, y, Wh－1＋Sh（∙））］
iB= iC＋cB
海外債券市場　　FBFs =NX＋ （1＋ı¯FB－1）FBFs－1 =FBgd＋FBbd
ı¯FB＋ = iC＋cFB
財市場　　Sh（y＋y1b－T, C0 , Wh－1）－If（iL ［iC］, iB ［iC］）＋y1g＋T－G


































　以上を踏まえて、一般均衡の条件式を整理したものが（ 2 － 1 －a）～（ 2 － 6 －b）
式である。
（ 2 － 1 －a） Sh（y＋y1－y1g－T, C0 , Wh－1）－If（iL, iB）
 　　　　　　　　　　＋y1g＋T－G=NX（e, yF, y）＋y1 …IS 曲線
 　　　y1 = ı¯FB｛NX（e, yF, y）＋ ［1＋ı¯FB－1］FBFs－1｝
 　　　y1g= ı¯FBFBgd
（ 2 － 2 －a） CBL＋Bcd=［cc（iD）＋ε＋β0］Dd（iD, iL, iB, y, Wh－1＋Sh（∙）） …LM 曲線















（ 2 － 3 －b） Ds = 	 …（預金（Ⅱ）供給関数）
（ 2 － 4 －a） iL= iC＋cL …貸出金利決定式（貸出供給関数）
（ 2 － 4 －b） Lfd=（cc（iD）＋1）Dfsd（iD, iL, y）＋Kfs－1＋Ifs（iL） …（貸出需要関数）
（ 2 － 5 －a） iB= iC＋cB …債券金利決定式
（ 2 － 5 －b） Bgs＋［（cc（iD）＋1）Df ld（iD, iB, y）＋Kfl－1＋If l（iB）］
 =Bcd＋Bbd＋［Wh－1＋Sh（∙）－（cc（iD）＋1）Dhd（iD, iB, y, Wh－1＋Sh（∙））］
  …（債券市場均衡式）
（ 2 － 6 －a） ı¯FB＋ = iC＋cFB …為替レート決定式
（ 2 － 6 －b） FBFs =NX（e, yF, y）＋ （1＋ı¯FB－1）FBFs－1 …（海外債券供給関数）
　（ 2 － 1 －a）式は財市場の均衡式、（ 2 － 2 －a）式は貨幣（ハイパワードマネー）
市場の均衡式である。これらは、（ 2 － 3 －a）、（ 2 － 4 －a）、（ 2 － 5 －a）、（ 2 － 6 －a）
式を用いると、（ 2 － 1 －b）と（ 2 － 2 －b）式のように表すことができる12）。
（ 2 － 1 －b） Sh（y＋y1［∙］－y1g－T, C0 , Wh－1）－If（iL［iC］, iB［iC］）
 ＋y1g＋T－G=NX（e［iC］, yF, y）＋y1［∙］
  　　y1 = ı¯FB｛NX（e［iC］, yF, y）＋ ［1＋ı¯FB－1］FBFs－1｝
  　　y1g= ı¯FBFBgd
（ 2 － 2 －b） CBL＋Bcd
 =［cc（iD［iC］）＋ε＋β0］Dd（iD［iC］, iL［iC］, iB［iC］, y, Wh－1＋Sh（∙））
　（ 2 － 1 －b）と（ 2 － 2 －b）式を、実質産出量とコールレートの平面上に描いたも
のが、図 1 の IS 曲線と LM 曲線である13）。
3 ．考察
　第 3 節では、モデルの含意について若干の考察を行う。





































































































𝑑𝑑 + 𝑊𝑊ℎ−1 + 𝑆𝑆ℎ




𝑓𝑓 + (𝑐𝑐𝑐𝑐 + 1)𝐷𝐷𝑓𝑓𝑓𝑓



















Sh（y＋y1［∙］－y1g－T, C0 , Wh－1）
　　　= S˜h（y, e［iC］, e－1, ı¯FB, ı¯FB－1, yF, FBF
s
－1, T, C0 , Wh－1）
　貨幣（ハイパワードマネー）市場の均衡式は、（ 2 － 2 －b）式と家計貯蓄関数 S˜h（∙）
を用いて、（ 2 － 2 －c）式のように書き直すことができる。
（ 2 － 2 －c） （CBL＋Bcd）

















































































均衡式は、（ 2 － 1 －b ）ʼと（ 2 － 2 －b ）ʼ式で表される。
（ 2 － 1 －b ）ʼ Sh（y＋1＋y1［∙］－y1g＋1－T, C0 , Wh）－If（iL［iC＋1］, iB［iC＋1］）
 ＋y1g＋1＋T－G=NX（e［iC＋1］, yF, y＋1）＋y1［∙］
 　　y1＋1 = ı¯FB＋1｛NX（e［iC＋1］, yF, y＋1）＋ ［1＋ı¯FB］FBFs｝
 　　y1g＋1 = ı¯FB＋1 FBgd＋1
（ 2 － 2 －b ）ʼ CBL＋Bcd
=［cc（iD［iC＋1］）＋ε＋1＋β0］D
d（iD［iC＋1］, iL［iC＋1］, iB ［iC＋1］, y＋1, Wh＋Sh（∙））


















































8 ） 　本稿では IS-LM モデルを構築しているので、均衡為替レート（購買力平価などから
決まる）は外生的に決まると想定している。



















  = iC－iD＋β（ı¯R－iC）－cD
  = iL－iC－cL
  = iB－iC－cB
  = ı¯FB＋ － iC － cFB
12） 　（ 2 － 1 －b）と（ 2 － 2 －b）式を、実質産出量と債券金利の関係で表現することも、
（ 2 － 5 －a）式を用いると容易にできる。






で反映されることに注意が必要である（∵ = = 1 , = 1－β）。




18） 　第 1 次所得収支の増大は家計貯蓄とともに家計消費を増大させる。
19） 　なお、実質産出量が増大する可能性を考えることもできる。例えば、為替レートのコ
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　トマスは同じく第48問題第 2 項第 2 異論解答において、『形而上学』第 5 巻第 7





















































































































































































































6 ） 　Summa theologiae I qu. 5 art. 1 co.: bonum et ens sunt idem secundum rem, sed 
differunt secundum rationem tantum.




9 ） 　Summa theologiae I qu. 48 art. 1 co.
10） 　Summa therologiae I qu. 5 art. 1 co.: Manifestum est autem quod unumquodque est 
appetibile secundum quod est perfectum, nam omnia appetunt suam perfectionem. 
Intantum est autem perfectum unumquodque, inquantum est actu, unde manifestum 

















12） 　Summa theologiae I qu. 5 art. 1 ad 2: bonum dicit rationem perfecti, quod est 
appetibile, et per consequens dicit rationem ultimi. Unde id quod est ultimo perfectum, 
dicitur bonum simpliciter. Quod autem non habet ultimam perfectionem quam debet 
habere, quamvis habeat aliquam perfectionem inquantum est actu, non tamen dicitur 
perfectum simpliciter, nec bonum simpliciter, sed secundum quid.
13） 　Summa theologiae I qu. 48 art. 1 co.: nomine mali significetur quaedam absentia 
boni.
14） 　Metaphysica lib. 5 cap.7, 1017a22-35.
15） 　De ente et essentia, cap. 1: Horum autem differentia est quia secundo modo potest 




16） 　Summa therologiae I qu. 48 art. 3 co.: Non autem quaelibet remotio boni malum 
dicitur. Potest enim accipi remotio boni et privative, et negative.
17） 　Metaphysica, lib. 4 cap.27, 1004a14-16: ἀπουσία γὰρ ἡ ἀπόφασις ἐκείνου ἐστίν, ἐν δὲ τῇ 











19） 　Summa theologiae I qu. 49 art. 1 co.: bonum sit causa mali per modum causae 
materialis
20） 　Summa theologiae I qu. 49 art. 3 co.: Qui autem posuerunt duo prima principia, 
unum bonum et alterum malum, ex eadem radice in hunc errorem inciderunt, ex qua 
et aliae extraneae positiones antiquorum ortum habuerunt, quia scilicet non 
consideraverunt causam universalem totius entis, sed particulares tantum causas 
particularium effectuum.
21） 　Summa theologiae I qu. 21 art. 1 co.: ita ordo universi, qui apparet tam in rebus 
naturalibus quam in rebus voluntariis, demonstrat Dei iustitiam.
22） 　Summa theologiae I qu. 21 art. 1 co.: In nomine ergo debiti, importatur quidam ordo 
exigentiae vel necessitatis alicuius ad quod ordinatur.
23） 　Summa theologiae I qu. 22 art. 2 ad 2: provisor universalis permittit aliquem 
defectum in aliquo particulari accidere, ne impediatur bonum totius.
24） 　「憐れみ深い」とは、トマスによれば、他者の悲惨に基づき、それがあたかも自己自
身の悲惨であるかのように、追い払うべきはたらくことである。










































































































































































































































































































































































































































































































































































































　不登校気味の児童は、 4年 1名、 5年 2名、 6年 1名であるが、そのうち 6年







登校した。 8月下旬にも来るようになっている。 4年の Fさんは担任と家庭の
連携で現在進め、週 3日は来るようになっている。
③　特別支援の児童の状況について

























40 37 9 3 11 77
学校はいじめに適切に対応し、いじめ
のない学級づくりに取り組んでいる。
28 31 10 2 29 59
学校は子供の生活指導に熱心に取り組
んでいる。
28 43 10 2 18 70
学校は学習環境の整備や清掃活動に取
り組んでいる。




45 35 10 3 7 80
学校はいじめに適切に対応し、いじめ
のない学級づくりに取り組んでいる。
30 32 10 2 25 63
学校は子供の生活指導に熱心に取り組
んでいる。
38 42 8 2 10 80
学校は学習環境の整備や清掃活動に取
り組んでいる。




42 37 10 3 8 79
学校はいじめに適切に対応し、いじめ
のない学級づくりに取り組んでいる。
28 41 7 2 22 68
学校は子供の生活指導に熱心に取り組
んでいる。
35 46 7 2 10 81
学校は学習環境の整備や清掃活動に取
り組んでいる。























平成28年度 1年 1学期 82％ 3 学期 94％ 平成29年度 1年 1学期 91％
　　同　　 2年 1学期 76％ 3 学期 72％ 　　同　　 1年 1学期 79％




平成28年度 1年 1学期 21％ 3 学期 4％ 平成29年度 1年 1学期 5％
　　同　　 2年 1学期 45％ 3 学期 24％ 　　同　　 1年 1学期 14％













本校　人数 5 11 12 24 19 13 13 5 6 0 0
本校　分布％ 4.6％ 10.2％ 11.1％ 22.2％ 17.6％ 12.0％ 12.0％ 4.6％ 5.6％ 0.0％ 0.0％
全市　分布％ 2.0％ 4.5％ 7.2％ 12.3％ 12.4％ 18.3％ 18.7％ 13.6％ 9.5％ 1.5％ 0.0％
図 2　A市 B 小学校学力調査状況・国語　2015年度
　平成28年度になると、
本校　人数 1 3 4 6 11 15 26 18 10 3 0
本校　分布％ 1.0％ 3.1％ 4.1％ 6.2％ 11.3％ 15.5％ 26.8％ 18.6％ 10.3％ 3.1％ 0.0％
全市　分布％ 1.1％ 0.9％ 3.7％ 5.2％ 10.8％ 14.3％ 19.6％ 23.0％ 16.5％ 5.0％ 0.0％





























本校　人数 1 5 6 16 12 16 18 9 8 4 0
本校　分布％ 1.1％ 5.3％ 6.3％ 16.8％ 12.6％ 16.8％ 18.9％ 9.5％ 8.4％ 4.2％ 0.0％
全市　分布％ 1.9％ 3.5％ 6.2％ 11.2％ 11.0％ 16.1％ 18.9％ 15.1％ 12.2％ 3.7％ 0.2％
図 4　A市 B 小学校学力調査状況・国語　2017年度
　 4年の国語でみていくと、平成27年度より28年度は、回答の 0から 9％と10か
ら19％の児童が15.8％から4.1％となり減少していること。30％台が多かった人
数が60％台が多くなっていることが見える。29年度になると学年の実態もあるが










































率 64.2 26. 4 6. 6 2. 8
人数 68 28 7 3
全市
率 68.6 24. 1 5. 4 1. 8
人数 3076 1082 243 80
表 7　自尊感情児童アンケート　平成28年度
校内
率 76.0 16. 7 6. 3 1. 0
人数 73 16 6 1
全市
率 72.0 21. 2 4. 8 2. 0













率 43.2 31. 8 15. 9 9. 1
人数 38 28 14 8
全市
率 38.0 36. 1 18. 7 7. 2



























































































成23年2011年 7 月 5 日
8 ）	　同　p.6
























































































































































2 ─ 1 ─ 1 　異年齢交流に関する実践
　 異年齢交流では、同年齢では友だちを作りにくい児童でも、下級生の面倒を見
たり、感謝されたりする経験を通して、本人自身の成長を下級生という他者との関





























































































2 ─ 2 　「心理的な安定」の項目に関連する手立てと工夫

















































































































































































































































































































































第 1条　　本会の会計年度は、 ４月 1日に始まり、翌年の ３月３1日に終わる。
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